










































































24 日、日本側と IOC 会長が話し合い、延期することが決まりました。その後、
































































































はなかったか。こういう解釈もできると思います。古代の 7 不思議の 1 つで
もありましたから、一生に一度はこのゼウス像を見に行きたい、拝みたいと
いうことで、歩いてオリンピアまで人々が集まってくるわけです。どうせな





















































うことがわかります。紀元前 776 年から 4 年を 1 オリンピアードとして進ん
でいきます。ということは、4 年間は、開催都市は責任を持たなければいけ
ないということかと思います。その 4 年がいつかといいますと、今年の 1 月
から始まっていて、2023 年の年末までということになるわけです。
　さて、ここでちょっと問題を出したいと思います。紀元前 776 年からの 4































































　IOC はこの難民選手団の概要を発表しています。今度は 37 選手を 8 競技






















































































































　最後になりますが、東京 2020 大会の形についてです。第 32 回オリンピッ




馴染みの深いスポーツも入っています。パラリンピックは 8 月 24 日から 9















































































































































































































































































































































































































































































































































































































邑久仁子訳 , 訳）中央公論社 .























月 25 日付）．参照先 :…http://www.chugainippoh.co.jp/ronbun/2013/0725rondan.html





























































疇に分類されている。第 1 の時間 (temps) については物語言説の継起的順序
ジュネットのナラトロジーを用いて分析する村田喜代子の『飛族』における視点と語りの構造について（…41…）


















































































































































































































































































































































































































шенька стоит около печки, бледная. вся дрожит и бормочет: Я тебе не 




























































have… cocktails… in… a… few…minutes…with… our…most…valuable… author…whose…
best… book… you… did… not… like.…Would… you… permit…me… to… call… on… you,… say…
Wednesday,…the…fourth?…Because…I…shall…be…by…then…at…the…Ascot…Hotel…in…
your…Witt,…where… I… am… told… there… is… some… excellent… skiing… even… in…
summer.…The…main…object…of…my…stay…here,…on…the…other…hand,…is…to…find…













人称と 3 人称（I,…or…He），そして 2 人称を示す部分は下線部にした。】33
　ナボコフの英語作品『透明な対象』でも同様に「彼」（He）で始まる文章




























































recit と histoire として受け継がれたという前提がある。
7　…プラトン、アリストレス、アウエルバッハ、リクール、近年ではミハイル・ヤン
パリスキーによって論じられている。ヘンリー・ジェームズの伝統に立てば






10　A. チェーホフ、『チェーホフ短篇集』、沼野充義訳、集英社、2010、P.247.А. Чехов. 






























　　А.Чехов.…Полное собрание сочинений и писем в тридцати томах.Т.7.…М.…
1977.…C.340-352
30　V. ナボコフ『賜物』沼野充義訳 , 河出書房 ,…2010,…P.8.





35　第 55 回谷崎潤一郎賞 /…第 14 回中央公論文芸賞の授賞式で配布されたリーフ、
2008、中央公論社、P.5.
（…64…）

























































































































































































































正 8 年 5 月 27 日）33




























































での期間を捉える。第二期は 40 歳くらいから 60 歳くらいまでの期間とし，




















扁額ヲ揮毫ス」（明治 26 年・1893 年）46，「是年栄一、埼玉県大里郡八基村大
字血洗島諏訪神社改築費ニ金五百円ヲ寄附シ、更ニ金一千五百円ヲ寄附、且、
石柱並ニ本殿扁額ノ社名ヲ揮毫ス」（明治 30 年・1897 年）47，「是ヨリ先
三十八年十月、当社（諏訪神社：筆写注）幟旗新調ノ議起リ、是日栄一、村民
ノ求二応ジテ揮毫ス」（明治 39 年 5 月 20日・1906 年）などが残っている 48。

















































































































































34 年に亡くなった尾高惇忠のために明治 42 年に，故郷の鹿島神社内に建て
られた頌徳碑である。高さが 4.5 メートルと北関東でも有数の名碑であり境
内に荘厳な雰囲気が漂う。三島毅撰，徳川慶喜篆額，日下部鳴鶴書である。













あろう。三島の稿が仕上がり，栄一が揮毫をしている記録は明治 43 年 9 月
と 11 月の日記に，日下部鳴鶴の記事は明治 44 年 4 月の竜門雑誌に掲載され
ている 66。
　鳴鶴は官を辞め書家として自立する際に，碑銘などの揮毫に進んで応じる






えいは，明治 7 年に逝去したが，この碑は明治 16 年に建てられたものである。
こちらも谷中墓地から栄一の生家の庭に移設されている。
　鳴鶴や一六は栄一とともに，明治 4 年 7 月 29 日の任官に記録として残っ
ている 69。栄一は「枢密権大史」，一六は「枢密少史」，鳴鶴は「枢密権少史」










































































































ると，20 代までで 86 首，30 代は 13 首，40 代は 34 首，50 代が 12 首，60 代











































































































　帯（① 79），涙（① 80），看（① 48，② 6），醒（② 1），来（① 25，①





















































※『渋沢栄一伝記資料』（1955 年 4 月～ 1971 年 1 月）については，繁を避け
るために，巻とページ数のみを表記した。渋沢青淵記念財団竜門社編，1 ～









５　深谷郷土遺墨集刊行会『青淵渋沢栄一の書』　巌南堂書店　1984 年 9 月





９　幸田露伴『澁澤榮一傳』岩波書店　1939 年 6 月　p.9 ～ 10
10　渋沢栄一『晩香遺薫』（上・下）1930 年
（ 92 ）
11　『渋沢栄一伝記資料』別巻第 8　p.201　「父晩香に就て語る」（竜門雑誌　第 500 号





12　宗助の事績については新井慎一「渋沢誠室」『ふかや』第 10 号　p57 ～ 64，鳥塚
惠和男・新井慎一『郷土の先覚　渋沢仁山―関係資料集―』博字堂　1996 年 5 月，『江
戸時代　人づくり風土記 11　ふるさとの人と知恵　埼玉』農山漁村文化協会　1995
年 9 月　p.258 ～ 261 を参照した。
13　中村仏庵の「文事」については，ロバート・キャンベル「中村仏庵の文事（一）
―柳原邸の文物集散と交遊」『江戸小説と漢文学』（和漢比較文学叢書　第 17 巻）
1994 年 5 月　p.93 ～ 116，同「中村仏庵の文事（二）―職人家歴の辞藻―」『語文研
究』74 号　九州大学国語国文学会　1992 年 12 月　p26 ～ 44，同「吉原考証の雅と俗」
『雅俗』1　雅俗の会　1994 年 2 月 p.32 ～ 41，同「すみだ郷土文化資料館藏『清暉
園図記』解題と翻印：中村仏庵の文事・その四」『語文研究』86・87 号　九州大学
国語国文学会　1999 年 6 月　p.77 ～ 89 に詳しい。また小澤弘「寛永寺蔵中村仏庵書・
鍬形蕙斎画 ʻ黒髪山縁起絵巻’ について」『調布日本文化』5 巻　1995 年 3 月　p.79
～ 126 がある。




院大學若木書法會　2003 年 3 月　p69 ～ 81，「書家としての中村佛庵　二　学書と













渋沢栄一書「夢把」七言軸について （ 93 ）
能性がある。
22　藤森弘庵の伝記は上野日出刀『梁川星巌・藤森弘庵』（叢書・日本の思想家 37）
明徳出版社　1999 年 3 月に拠った。
23　望月茂『藤森天山』藤森天山先生顕彰会　1936 年　国会図書館デジタルコレクショ
ン　p.54 ～ 55






27　『渋沢栄一伝記資料』第 1 巻　p.202 ～ 203　（渋沢栄一伝稿本）
28　同　p.200 ～ 201（青淵詩存）
29　望月茂「藤森天山の書風」『南画鑑賞』8(3)　特輯　維新志士の書畫（下篇）　
1939 年 3 月　p.2 ～ 4　国会図書館デジタルコレクション









寧著作集』第五巻　二玄社　1992 年 1 月　p.165
36　このヒントは吉田良次『趙子昂』（二玄社　1991 年 11 月）の p.8 より得た。ここ
で引用されている幸田露伴の『幽情記』「泥人」は『露伴全集』第六巻（岩波書店　
1953 年 2 月）p.128 ～ 137 所載。趙孟頫と妻の管道昇との情愛を軸に描いた短編で
ある。
　　藤田東湖については鈴木瑛一『藤田東湖』（吉川弘文館　1999 年 1 月）を参照した。
37　前掲 27　p.322（東湖会講演集　大正 11 年 11 月 25 日）









たま出版会　2015 年 6 月　p.7
39　『渋沢栄一伝記資料』第 49 巻　p.161
　　なお，栄一は東湖記念会の会長に推されている。同 p.156





李懐琳の ʻ絶交書’ を学び，さらに王羲之の ʻ十七帖’ や孫過庭の ʻ書譜’ を学んだ」
















50　渋沢秀雄『父　渋沢栄一　新版』実業之日本社　2019 年 10 月　p.390
51　前掲 44　p.246





53　「雨夜譚会談話筆記」（昭和 4 年 10 月 15 日）では以下のやり取りが記録されている。
「敬三。金森が（骨董屋）が申して居りましたが，飛鳥山の茶器は七八万には売れる
さうです。それでもお祖父さまは一切骨董道楽はなさらないと云う定評がある以上，

















56　『渋沢栄一伝記資料』別巻第 8　日記（二）他　p.53 ～ 54
　　なお，前傾４で触れられているが，この大正 4 年 8 月は 2 日から 24 日まで，栄一
は避暑のために箱根に滞在している。その様子を見ると，旅行前の 1 日に「揮毫ス





毫依頼数である。同 p.50 ～ 57
57　前掲 7　p.712










　　渋沢栄一『論語講義』（三）講談社　1977 年 10 月　p.27
（ 96 ）





65　前掲 63　p.444 ～ 445
66　同　p.470 ～ 471
67　中西慶爾『日下部鳴鶴伝』木耳社　1984 年 11 月　p.33
















75　『渋沢栄一伝記資料』第 4 巻「1 款　第一国立銀行 株式会社第一銀行」によく見ら
れる。










79　 『蘭香翁』（塚原蓼州著　1909 年）および『新藍香翁』（塚原蓼州 原著・吉岡重三 
渋沢栄一書「夢把」七言軸について （ 97 ）






83　『雨夜譚』岩波書店　1984 年 11 月　p.128 ～ 129
84　馬嶋春樹「詠物―漢詩と栄一翁」『青淵』第 675 号　渋沢栄一記念財団 2005 年 6
月　p.30 ～ 33










渋沢栄一述『青淵回顧録』上・下　青淵回顧録刊行会　1927 年 8 月
渋沢栄一述・梶山 彬編『論語と算盤』　国書刊行会　1985 年 10 月
渋沢栄一『青淵百話』乾・坤　国書刊行会　1986 年 4 月　
渋沢栄一述『雨夜譚余聞』小学館　1998 年 8 月
渋沢研究会『新時代の創造　公益の追求者・渋沢栄一』　山川図書出版　1999 年 3 月
田澤拓也『渋沢栄一を歩く』　小学館　2006 年 9 月
守屋淳訳『現代語訳　論語と算盤』　筑摩書房　2010 年 2 月
鮫島純子『祖父・渋沢栄一に学んだこと』　文藝春秋　2010 年 10 月
泉三郎『青年・渋沢栄一の欧州体験』　祥伝社　2011 年 2 月
安藤優一郎『徳川慶喜と渋沢栄一』　日本経済新聞出版社　2012 年 5 月
公益財団法人渋沢栄一記念財団『渋沢栄一記念財団の挑戦』　不二出版　2015 年 10 月
周見『渋沢栄一と近代中国』　現代史料出版　2016 年 10 月
町泉寿郎編著『渋沢栄一は漢学とどう関わったか―「論語と算盤」が出会う東アジア
の近代』ミネルヴァ書房　2017 年 2 月
渋沢雅英『太平洋にかける橋―渋沢栄一の生涯―』（復刻版）不二出版　2017 年 8 月
（ 98 ）
今井博昭『渋沢栄一』　幻冬舎　2019 年 6 月
木村昌人『渋沢栄一』筑摩書房　2020 年 9 月
『書道全集』第 22 巻　日本 9　江戸Ⅰ　平凡社　1966 年 9 月
『書道全集』第 23 巻　日本 10　江戸Ⅱ　平凡社　1966 年 11 月
『書道全集』第 25 巻　日本 11　明治・大正　平凡社　1967 年 1 月
『書の日本史』第 6 巻　江戸　平凡社　1975 年 3 月
『書の日本史』第 7 巻　幕末維新　平凡社　1975 年 3 月
『書の日本史』第 8 巻　明治／大正／昭和　平凡社　1975 年 9 月　
中田勇次郎『中田勇次郎著作集』第 6 巻（日本書道史論考・下）1985 年 10 月
近藤高史『明治書道史夜話』　芸術新聞社　1991 年 10 月　
猪口篤志『日本漢詩鑑賞辞典』　角川書店　1980 年 7 月
神田喜一郎『神田喜一郎全集』第 9 巻　同朋舎出版　1984 年 10 日
『明治漢詩文集』（明治文學全集 62）筑摩書房　1983 年 8 月
木下尨『明治詩話』　岩波書店　2015 年 3 月
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